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時
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と
こ
ろ
　
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館

（大
会
議
室
）

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
下
さ
い
。
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介
　
１
９
７
９
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黒
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横
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Ｚ
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ア
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ウ
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マ
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イ
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カ
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北
壁
初
登
な
ど
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催
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岳
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加
者
に
は
４
才
の
女
の
子
も
い
た

一
連
盟
が
ど
れ
だ
け
の
社
会
貢
献
を

な
一
　

が
、
み
ん
な
で
無
事
羽
鳥
峰
に
登

一
行
い
、
社
会
教
育
の

一
翼
を
担
う



平成21年 10月 27日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 第385号 ②

好
天
の
三
日
間
、
机
上
講
習
や

ビ
バ
ー
ク
な
ど
の
実
技
を
学
ぶ

平
成
二
十

一
年
度
中
高
年
安
全

登
山
指
導
者
講
習
会
（中
部
地
区
）

が
、
去
る
九
月
二
十
五
日
（金
）
～

二
十
七
日
（日
）
の
三
日
間
、
長
野

県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
七
倉

沢
周
辺
で
行
わ
れ
、
中
部
九
県
か

ら
二
十
二
人
の
参
加
が
あ

っ
た
。

初
日
、
十
二
時
か
ら
受
付
が
山

岳
総
合
セ
ン
タ
ー
で
始
め
ら
れ
、

開
講
式
が
十
二
時
四
十
五
分
に
行

わ
れ
る
。

冒
頭
、
長
登
健
国
立
登
山
研
修

所
所
長
が

「此
度
の
講
習
会
で
遭

難
防
止
の
手
立
て
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
中
高
年
者
登
山
の
安
全

な
指
導
に
尽
力
し
て
頂
き
た
い
」

と
挨
拶
。
終
了
後
は
直
ち
に
講
義

が
始
ま

っ
た
。

最
初
に

「中
高
年
の
体
力
と
登

山
」
と
題
し
て
、
山
本
正
嘉
鹿
屋

体
育
大
学
教
授
が

「中
高
年
は

一

般
登
山
道
の
下
り
で
起
こ
す
事
故

が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
体
力
、

特
に
脚
力
の
不
足
が
原
因
し
て
お

り
、
そ
れ
に
は
脚
力
を
強
化
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
も
単
に
階

段
の
昇
降
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水

い泳
な
ど
は
登
山
に
は
役
立

っ
て
お

ら
ず
、
有
効
な
も
の
に
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
指
摘

し
、
そ
の
後
、
別
室
に
お
い
て
脚

力
や
筋
力
強
化
の
体
力
測
定
を
行

い
、
各
自
が
弱
点
や
能
力
を
理
解

し
な
が
ら
、
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
を
学
ん
だ
。

つ
づ
い
て

「転
滑
落
の
防
止
と

危
急
時
対
策
①
」
で
、
柳
澤
昭
夫

長
山
協
会
長
が

「遭
難
要
因
で
多

い
の
が
転
　
滑
落
で
あ
る
。
若
く

て
も
年
輩
者
で
あ
ろ
う
と
、
初
心

者
は
山
を
歩
く
事
に
慣
れ
て
い
な

い
。
二
本
足
で
歩
く
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
い
る
。
山
道
で
は
体
力

の
衰
え
か
ら
く
る
疲
労
が
加
わ
っ

て
ス
リ
ッ
プ
す
る
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
も
悪
く
な

っ
て
い
る
の
で
計
画

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
を
補
う
に
は
、
直
ぐ
歩

き
出
す
こ
と
は
せ
ず
、
ス
ト
ッ
ク

は
必
ず
二
本
で
三
点
支
持
を
保
ち

な
が
ら
歩
く
。
そ
し
て
何
よ
り
も

体
力
を
つ
け
る
こ
と
」
と
話
す
。

講
義
終
了
後
、
バ
ス
で
ビ
バ
ー

ク
地
の
七
倉
沢
に
向
か
い
、
七
倉

登
山
案
内
所
で
下
山
し
各
班
毎
に

歩
き
出
し
た
。
約
十
五
分
で
ビ
バ

ー
ク
地
に
着
き
、
薄
暮
迫
る
頃
に

川
原
や
林
の
中
で
ツ
ェ
ル
ト
が
張

ら
れ
た
。

二
日
日
、
前
日
か
ら
の
好
天
に

受
講
者
は
元
気
に
朝
食
の
準
備
に

と
り
か
か
り
、
昨
夜
か
ら
の
貴
重

な
体
験
を
味
わ

っ
た
。

七
時
三
十
分
、
実
技
の
た
め
そ

れ
ぞ
れ
が
目
的
地
に
移
動
す
る
。

最
初
は
岩
間
を
縫
う
清
冽
な
流
れ

の
沢
で
、
へ
つ
り
の
ト
ラ
バ
ー
ス

を
フ
イ

ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
張

っ
て

行
わ
れ
た
。
三
点
支
持
で
横

へ
横

へ
と
ル
ー
ト
を
求
め
て
移
動
す
る

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
、
慣
れ
な
い

人
は
落
ち
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま

た
、
上
流

へ
遡
行
し
な
が
ら
渡
渉

を
繰
り
返
し
、
十

一
時
二
十
分
ビ

バ
ー
ク
地
に
帰
着
し
た
。

後
半
は
、
林
道
に
出
て
負
傷
者

の
手
当
、
ザ

ッ
ク
と
雨
具
に
よ
る

搬
送
、
ツ
ェ
ル
ト
で
担
架
を
作
る

な
ど
、
受
講
者
は
熱
心
に
取
組
ん

で
い
た
。

実
技
が
終
る
と
再
び
バ
ス
に
乗

車
し
、
黒
部
観
光
ホ
テ
ル
に
向
か

っ
た
。
ホ
テ
ル
で
は
入
浴
の
後
、

再
度
講
義
が
行
わ
れ
た
。

小
林
俊
夫
日
本
登
山
医
学
会
会

長
が

「一呂
山
病
へ
の
対
処
」
に
つ

い
て
、
中
高
年
者
に
お
け
る
加
齢

に
伴
う
身
体
機
能
の
変
化
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
特
に
登
山
で
起
こ

り
得
る
非
特
異
的
症
状
と
し
て
、

発
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、

浮
腫
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
最
近
増
え
つ
つ
あ
る
″登

山
と
突
然
死
″
に
つ
い
て

「初
心

者
に
限
ら
ず
ベ
テ
ラ
ン
の
人
に
も

起
き
て
い
る
。
入
山
前
の
睡
眠
不

足
や
早
朝
の
登
山
開
始
な
ど
が
基

因
し
て
い
る
。
突
然
死
を
防
止
す

る
に
は
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

睡
眠
不
足
を
き
た
さ
な
い
登
山
計

画
が
重
要
で
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

次
に

「転
滑
落
の
防
止
と
危
急

時
対
策
②
」
を
柳
澤
会
長
が
再
度

講
義

「凍
死
を
防
ぐ
に
は
ウ
ー
ル

の
下
着
を
つ
け
、
風
や
濡
れ
を
防

ぐ
こ
と
。
雨
の
中
で

一
夜
を
過
ご

す
に
は
火
を
炊
く
こ
と
が

一
番
、

樺
の
生
木
は
よ
く
燃
え
る
。
ま
た
、

転
滑
落
を
防
ぐ
に
は
ロ
ー
プ
の
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
山
か
ら

生
き
て
帰
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

天
気
の
悪
い
日
は
行
動
し
な
い
。

余
裕
の
あ
る
行
動
を
と
る
。
そ
し

て
助
け
合
う
こ
と
も
大
切
で
あ
資

そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
事
故
は

減
る
」
と
、
自
身
の
経
験
を
も
と

に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語

っ
た
。

こ
れ
を
以

っ
て
予
定
さ
れ
た
実

技
と
講
義
が
す
べ
て
終
了
し
、
十

九
時
夕
食
を
兼
ね
た
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
た
。
班
毎
に
テ
ー
ブ
ル

に
付
き
歌
や
懇
談
に
と
始
終
盛
り

あ
が
り
、
和
や
か
な
う
ち
に
終
え

た
。三
日
日
、
朝
バ
ス
で
再
び
山
岳

総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
移
動
し
会
議
。

ま
ず
、
課
題
提
起
を
長
山
協
顧
間

田
村
宣
紀
氏
が

「中
高
年
登
山
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
発
表
し
、

つ
づ
い
て
研
究
協
議
で
分
科
会
が

行
わ
れ
た
。

第
１
分
科
会

「
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
と
心
構
え
」
第
２
分
科
会

「危

急
時
対
策

（実
技
講
習
に
関
わ

っ

て
）
」
第
３
分
科
会

「中
高
年
登

山
の
か
か
え
る
諸
課
題
」
に
つ
い

各自で体力測定を行なう

林の中や川原でビバーク
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て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
室
に
て
真
剣
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ

た
。
最
後
に
全
体
会
で
、
各
分
科

会
の
発
表
が
あ
り
、
講
習
会
は
滞

り
な
く
終
え
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
閉
講
式
で
、

受
講
者
全
員
に
修
了
証
が
授
与
さ

れ
、
受
講
者
を
代
表
し
て
中
平
等

新

一
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、

長
山
協
指
導
委
員
長
　
伊
澤
則
昭

氏
が
講
評
を
し
、
主
催
者
を
代
表

し
て
日
山
協
副
会
長
　
内
藤
順
造

氏
が

「長
野
の
や
り
方
は
、
中
高

年
に
必
要
な
事
を
絞

っ
て
や
ら
れ

有
意
義
な
講
習
会
に
な

っ
た
。
受

講
者
の
皆
さ
ん
も
確
固
た
る
技
術

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

未
組
織
者
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を

伝
え
て
い
く
か
、
日
山
協
も
頑
張

っ
て
行
き
ま
す
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
柳
澤
会
長
が

「山
で

の
ハ
イ
リ
ス
ク
を
如
何
に
排
除
し

克
服
し
て
い
く
か
。
山
は
中
高
年

者
に
や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

今
度
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰

っ
て

皆
さ
ん
に
伝
授
し
て
く
だ
さ
い
」

と
結
ん
で
、
三
日
間
の
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
無
事
終
了
し
た
。

（中
平
等
新

一
）

〔愛
知
県
参
加
者
〕

畑
講
平
、
宮
城
勝
江

（岡
崎
山

岳
会
）
浅
野
直
子

（千
種
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
ブ
）
森
嶋
雅
人
、
西
チ
サ

子

（や
ま
び
こ
山
想
会
）
川
瀬
宣

夫

（知
多
山
遊
会
〉
中
平
等
新

一

岡
崎
山
岳
会

畑

　

講

平

講
習
会
は
講
義
と
実
技
と
研
究

協
議
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
義

で
は

「中
高
年
の
体
力
と
登
山
」
、

「転
落
滑
落
の
防
止
と
危
急
時
対

策
」
、

「
高
山
病

へ
の
対
処
」
を

テ
ー
マ
に
経
験
豊
か
な
講
師
陣
が

実
例
を
基
に
詳
し
く
解
説
さ
れ
た
。

体
力
測
定
で
は
３０
秒
間
上
体
起
こ

し

（腹
筋
力
）
や
５
秒
間
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ

（敏
捷
性
）
な
ど
に
み
ん

な
真
顔
で
取
組
み
、
測
定
値

（体

力
年
齢
）
に
　
喜

一
憂
し
た
。

実
技
は
七
倉
沢
に
移
動
し
て
行

わ
れ
、
初
日
は
ツ
ェ
ル
ト
で
の
ビ

バ
ー
ク
、
翌
日
は
危
急
時
対
策
と

し
て
の
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
で
、
い
ず

れ
も
実
践
的
で
直
ぐ
に
役
立

つ
内

容
だ

っ
た
。

‐７
時
に
七
倉
沢
の
ビ
バ
ー
ク
地

（登
山
道
と
川
原
の
間
の
林
内
）

に
到
着
、
日
が
暮
れ
る
状
況
で
各

自
適
地
を
探
し
ツ
ェ
ル
ト
を
張
り
、

食
事
を
し
て
寝
る
と
い
う
設
定
だ
。

も
ち
ろ
ん
不
慣
れ
な
人
は
講
師
が

指
導
し
て
く
れ
た
。

翌
日
は
ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て

日
帰
り
装
備
で
七
倉
沢
を
遡
行
し

な
が
ら
講
習
が
続
く
。
一局
巻
き
道

で
は
フ
ィ
ク
ス
ロ
ー
プ
に
ビ
レ
イ

を
取
り
な
が
ら
の
通
過
で
基
本
動

作
を
学
ん
だ
。
へ
つ
り
箇
所
で
は

フ
ィ
ク
ス
ロ
ー
プ
の
張
り
方
、
支

点
の
取
り
方
、
確
保
の
仕
方
な
ど

を
リ
ー
ド
、
セ
カ
ン
ド
、
　

　

１

ラ
ス
ト
の
役
割

の
違

い
を
含
め
て

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
。

実
技
は
昼
ま
で
で
終
了
し
、
大

町
温
泉
郷

「黒
部
観
光
ホ
テ
ル
」

で
汗
を
流
し
た
。
午
後
の
講
義
の

後
は
一豪
華
な
夕
食
と
賑
や
か
な
情

報
交
換
会
で
盛
り
上
が
り
、
部
屋

で
の
二
次
会
ま
で
主
催
者
、
参
加

者
と
も
ど
も
楽
し
く
語
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

最
終
日
は
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

に
戻

っ
て
分
科
会
が
行
わ
れ
、
密

度
の
濃
い
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

今
回
で
５
度
目
の
参
加
に
な
る

が
、
毎
回
新
鮮
な
感
動
と
出
会
い

が
あ
り
楽
し
み
な
講
習
会
で
あ
る
。

実
践
を
意
識
し
た
内
容

や
ま
び
こ
山
想
会

森

嶋

雅

人

今
回
縁
が
あ

っ
て
参
加
す
る
機

会
を
得
て
、
期
待
と
不
安
を
抱
き

な
が
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
１
日
目
、
講
義
終
了
後
ビ
バ
ー

ク
地

へ
と
移
動
す
る
。
普
段
の
山

行
で
は
、
ザ

ッ
ク
の
底
で
潰
れ
て

眠

っ
て
い
る
ツ
ェ
ル
ト
が
今
回
の

主
役
だ
。
日
没
を
迎
え
徐
々
に
暗

く
な
る
。

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
で
指
先

を
照
ら
す
も
中
高
年
の
宿
命
か
暗

が
り
で
の
作
業
は
い
つ
も
に
増
し

て
見
え
辛
い
。
設
営
が
終
わ
る
頃

は
す

っ
か
り
間
の
中
。
今
夜
は
雨

の
予
報
も
無
く
、
安
心
し
て
狭
い

な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
作
り
だ
さ

れ
た
空
間
に
横
に
な
る
。
外
で
は

プ
チ
宴
会
で
盛
り
上
が
っ
て
る
班

も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
訓
練
な
ん

だ
と
自
分
に
言
い
間
か
せ
て
孤
独

な
時
間
を
楽
し
む
事
に
し
た
が
、

結
局
熟
睡
出
来
る
訳
も
な
く
朝
が

や

っ
て
き
た
。

◆
２
日
日
、
心
配
し
て
い
た
渡
渉

は
浅
く
、
ロ
ー
プ
を
使

っ
て
の
危

険
個
所
で
の
転

滑
落
防
止
に
絞
っ

て
の
実
技
と
な
っ
た
。
２
班
の
メ

ン
バ
ー
の
レ
ベ
ル
が
ま
ち
ま
ち
の

た
め
、
基
本
的
な
事
を
確
認
の
意

味
も
含
め
て
一舟
度
教
え
て
も
ら
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て

行
動
開
始
。
我
が
班
は
特
に
ト
ラ

沢のへつりをトラバース

観光庁長官登録旅lT業第1366=/日 本旅行彙協会正全員/ボンド保肛全員

』エアニュ¬ズトラベル株式彙社
〒450-0002名古屋市中村区名駅411-27第二豊田白レ東館7階 (1階は駅前アルプスさん)
TEL:052-588-5017 FAX:052-538-5018 ホームペーシhttp:″ www am● se travelco,P

名古屋駅前のJJとスキーの専門店

駅前アrl■ス
〒451111002名 古屋市中村区名駅四丁目11-27

(第 2ト ヨタビル東館 lF)

TEL 052-565-1417

ン,τ¨ 口
"日
,`1から海外0名峰,τ



平成21年 10月 27日 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 第385号 に)



(51 第385号 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 平成 21年 10月 27日

気
象
講
習
会
に
参
加

イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

徳
永
　
一二
男

気
象
に
つ
い
て
は
テ
レ
ビ
、
新

間
の
予
報
な
ど
で
登
山
す
る
と
こ

ろ
の
降
水
確
率
を
み
る
ぐ
ら
い
の

知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
天
気
図
の
書
き
方
、

剣
岳

。
早
月
尾
根

チ
ー
ム
猫
屋
敷

メ
ン
バ
ー
　
山
口

・
森
山

今
回
の
合
宿
は
、
夏
に
予
定
し

て
い
る
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
登
頂
の

た
め
の
技
術
習
得
並
び
に
体
力
強

化
と
し
て
山
口
が
計
画
立
案
し
て

く
れ
た
。

４
月
２９
日
　
晴
れ

６
時
１０
分
　
馬
場
島
駐
車
場
を
出

発
。
松
尾
平
付
近
か
ら
雪
が
現
れ
、

先
日
降
っ
た
雪
で
ト
レ
ー
ス
は
全

く
昼
いヽ
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
我
々
が
初
め
て
の
登
山
者
の

よ
う
だ
。
高
度
を
上
げ
る
に
従
っ

て
、
小
窓
尾
根
、
三
の
窓
な
ど
見

え
て
き
た
。
鋼

一
帯
は
、
ど
こ
か

ら
見
て
も
神
々
し
い
。

‐４
時
３０
分
　
早
月
小
屋
着
。
テ
ン

場
は
、
我
々
の
テ
ン
ト
の
み
。
日

中
は
気
温
が
高
く
小
屋
の
屋
根
か

ら
落
ち
る
雪
解
け
水
を
水
筒
や
鍋

で
集
め
、
水
作
り
の
お
仕
事
は
な

見
方
の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

天
気
予
報
の
見
方
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
気
圧
の
動
き
方
な
ど
も

今
後
よ
く
み
て
登
山
す
る
と
き
の

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
こ
う
い
っ
た
基
本

に
な
る
講
習
会
を
開
催
し
て
も
ら

え
る
と
助
か
り
ま
す
。

バ
ー
ス
を
交
え
な
が
ら
進
む
。
カ

ニ
の
ハ
サ
ミ
の
と
こ
ろ
は
鎖
が
ほ

ん
の
少
し
出
て
い
る
だ
け
で
ほ
と

ん
ど
雪
壁
に
な
っ
て
い
た
。
早
月

尾
根
の
稜
線
か
ら
頂
上
稜
線
に
向

か
っ
て
正
面
に
み
え
る
急
な
ル
ン

ゼ
は
、
新
雪
が
風
で
飛
ば
さ
れ
ア

イ
ス
バ
ー
ン
状
態
だ
が
、
ル
ン
ゼ

の
上
部
に
支
点
が
あ
り
、
そ
れ
ほ

ど
傾
斜
も
な
い
の
で
最
短
距
離
で

製
の
稜
線
に
出
る
事
に
し
た
。
登

山
道
で
は
な
い
の
で
落
石
や
浮
石

に
気
を
つ
け
な
が
ら
ル
ン
ゼ
を
抜

け
る
。
稜
線
へ
出
て
か
ら
山
口
が

先
頭
を
譲
っ
て
く
れ
る
。
ナ
イ
フ

リ
ッ
ジ
状
の
稜
線
を
慎
重
に
行
く

と
祠
の
屋
根
が
雪
の
中
か
ら
出
て

い
た
。
９
時
４０
分
山
頂
到
着
。
山

頂
は
、
我
々
２
人
だ
け
。
富
山
県

警
の
ヘ
リ
が
頭
上
を
建
回
し
て
行
っ

た
。
無
風
快
晴
、
３
６
０
度
の
大

展
望
。
振
り
返
る
と
早
月
尾
根
に

我
々
の
つ
け
た
ト
レ
ー
ス
が
早
月

小
屋
へ
と
伸
び
て
い
る
。
他
に
は
、

源
治
聾
尾
根
と
別
山
尾
根
に
ト
レ
ー

ス
が
有
っ
た
。

今
日
中
に
名
古
屋
へ
帰
る
我
々

に
は
、
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
時

間
は
余
り
無
く
１０
時
１５
分
　
下
山

開
始
。
最
後
の
急
な
ル
ン
ゼ
な
ど

２
か
所
で
懸
垂
下
降
。
雪
面
を
ト

ラ
バ
ー
ス
し
た
所
な
ど
で
ザ
イ
ル

を
出
し
た
。
雪
も
腐
り
始
め
て
い

て
ア
イ
ゼ
ン
が
効
き
に
く
く
雪
の

下
が
凍
っ
て
い
る
斜
面
は
、
不
用

意
に
足
を
置
く
と
す
ぐ
に
流
さ
れ

´^
″
。
‐３
時
１０
分
　
早
月
小
屋
着
。

‐３
時
５５
分
　
テ
ン
ト
を
撤
収
、
下

山
開
始
。
途
中
、
シ
リ
セ
ー
ド
で

飛
ば
す
。

‐７
時
　
登
山
口
駐
車
場
着
（森
山

・
記
）

９
月
２８
日
（火
）
午
後
７
時
３０
分

か
ら
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に
於
て
、

２３
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

勝
野
準
生
指
導
委
員
長
が

「勉

強
会
に
は
名
古
屋
、
東
三
の
両
会

場
と
も
熱
心
な
皆
さ
ん
が
多
く
出

席
さ
れ
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

道
迷
い
を
防
ぐ
に
は
読
図
は
大
切

な
事
な
の
で
、
ぜ
ひ
勉
強
し
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
。
講

師
は
坂
口
公
美
さ
ん
。

ま
ず
、
布
で
山
の
模
型
を
作
っ

て
地
形
を
覚
え
る
。
更
に
地
形
図

の
見
方
、
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
、

磁
北
線
な
ど
学
び
、
地
図
の
登
山

道
は
稀
に
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
、
登
山
道
を
見
る
の
で

は
な
く
地
形
を
見
る
。
ど
の
よ
う

な
地
形
を
通
る
か
予
想
し
て
お
く
。

ま
た
、
距
離
を
測
る
の
に
歩
測
を

用
い
る
の
も
有
効
で
あ
る
。
な
ど

聞
き
な
が
ら
、
実
際
に
地
図
上
で

全
員
が
順
番
に
ル
ー
ト
を
辿
っ
た

り
し
た
。

し
。
そ
の
後
早
月
小
屋
に
、
数
人

の
登
山
者
が
泊
ま
り
に
来
た
。

４
月
３０
日
　
晴
れ

薄
明
か
り
の
中
、
４
時
３０
分

出
発
。
雪
は
適
度
に
締
ま

っ
て
お

リ
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
効
く
場
所
も

有
る
が
、
凍

っ
た
斜
面
に
新
雪
が

積
も

っ
て
い
る
の
で
緩
い
斜
面
で

も
し
っ
か
り
と
ア
イ
ゼ
ン
を
掛
け

な
い
と
雪
ご
と
流
さ
れ
て
行

っ
て

し
ま
う
場
所
も
多
く
苦
労
し
た
。

先
頭
の
山
口
が
付
け
て
く
れ
る

ト
レ
ー
ス
ヘ
確
実
に
ア
イ
ゼ
ン
を

効
か
せ
な
が
ら
慎
重
に
登

っ
て
い

く
。
歩
き
始
め
て
２
時
間
、
急
な

雪
壁
を
キ

ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
登

っ

て
行
く
と
目
の
前
に
姻
岳
が
現
れ

る
。
こ
こ
か
ら
が
核
心
で
、
や
せ

尾
根
や
傾
斜
の
き
つ
い
斜
面
を
行

く
事
に
な
る
。
途
中
、
岩
場
を
巻

い
て
登
ろ
う
と
す
る
も
斜
面
が
ア

イ
ス
バ
ー
ン
状
態
。
こ
こ
で
ハ
ー

ネ
ス
を
付
け
ザ
イ
ル
を
出
し
た
。

尾
根
伝
い
に
行
け
な
い
場
所
は
、

雪
面
を
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
と
ト
ラ

図
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日
山
協

・
無
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
に
参
加

中
身
の
濃
い
請
習
に
充
実
感
〃

指
導
普
及
部
長

　

音
同

，不
・

宏

９
月
４
日
～
９
月
６
日
の
２
泊

３
日
間
で
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
文

部
科
学
省
登
山
研
究
所
が
独
立
行

政
法
人
に
な
り
社
会
人

一
般
向
け

の
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
は
、
日
本

山
岳
協
会
が
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
補
助
を

受
け
て
登
山
研
究
所
に
替
わ

っ
て
、

年
２
回
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た

も
の
で
す
。

９
月
４
日
１３
時
開
講
式
後
、
全

体
講
習
と
し
て

「山
置́
遭
難
事
故

登
山
の
リ
ス
ク
管
理
」
を
遭
対
委

員
長
の
西
内
博
氏
、
「
最
新
の
応

急
手
当
」
を
い
さ
む
英
彦
氏
が
講

義
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
ク
ラ
ス

別

（縦
走
１３
名
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ユ
‐
‐２
名
、
チ
ー
ム
レ
ス
キ

ュ
ー

３
名
）
に
別
れ
て
の
講
習
と
な
り
、

私
の
ク
ラ
ス

（チ
ー
ム
レ
ス
キ

ュ

ー
）
で
は
、
講
習
内
容
と
装
備
に

つ
い
て
の
説
明
と
注
意
が
あ
り
１

日
目
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
夕

食
後
は
、
青
山
千
彰
氏
に
よ
る

「ト

ム
ラ
ウ
シ
山
の
遭
難
」
の
事
故
状

況
の
ビ
デ
オ
と
説
明
を
受
け
、
事

故
に
対
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
日
目

・
３
日
目
は
各
ク
ラ
ス

の
講
習
が
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
　
屋
外
岩
壁
訓
練
棟
を
使
用

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
レ

ス
キ
ュ
ー
で
は
、
２
日
目
は
支
点

の
構
築
、
ル
ー
ト
エ
作
、
懸
垂
下

降
で
の
救
助
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
救
助
、
負
傷

者
の
搬
送
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
の
実
技

講
習
を

（検
証
を
行
い
つ
つ
）
実

践
し
、
３
日
目
は
事
故
を
想
定
し

て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

主
任
講
師
の
町
田
幸
男
氏
は
谷

川
岳
で
救
助
隊
副
隊
長
と
し
て
活

曜
さ
れ
て
い
る
方
で
も
あ
り
、
実

際
に
救
助
現
場
で
使

っ
て
い
る
技

術
　
シ
ス
テ
ム
　
考
え
方
を
熱
心

に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
講
習

生
３
名
に
対
し
講
師
４
名
の
構
成

だ

っ
た
た
め
、
非
常
に
中
身
の
濃

い
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
講
習

内
容
を
愛
知
岳
連
に
伝
達
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

救
助
技
術
研
修
会
講
習
会

＝
募
集
要
項
＝

１

日
時

Ｈ
月
２８
日
～
２９
日

２

場
所

豊
田
市

南
山
岩
場

１

参
加
資
格

愛
知
岳
連
会
員

４

内
容

２８
日
指
導
員
研
修
会

２９
日

一
般
会
員
講
習
会

い
ず
れ
も
①
Ａ
縦
走
コ
ー
ス

②
Ｂｌ
岩
場
初
級
コ
ー
ス
③
Ｂ２

岩
場
中
級
コ
ー
ス

５

参
加
費

１
０
０
０
円

６

申
込
締
切

Ｈ
月
１０
日
０

７

申
込
先

高
橋
優

□
０
５
６
８
　
７８

３
９
４
３

尚
、
机
上
勉
強
会
を
豊
橋
Ｈ

／
Ｈ
名
古
屋
Ｈ
／
１７
に
行
い

ま
す
。

愛
知
県
勢
健
闘
も
入
賞
逃
す

第
６４
回
新
潟
国
体
山
岳
競
技
が

十
月
二
、
四
日
上
越
市
安
塚
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
で
行

わ
れ
た
。
愛
知
県
勢
は
成
年
男
女
、

少
年
女
子
が
出
場
し
健
闘
し
た
が
、

入
賞
で
き
な
か
っ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
リ
ー
ド
競
技

成
年
男
子
１９
位

（大
山
、
守
口
）

成
年
女
子
１４
位

（戸
根
木
、
山
下
）

少
年
女
子
１６
位

（田
中
、
山
本
）

▼
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技

成
年
男
子
１５
位

（大
山
、
守
口
）

成
年
女
子
Ｈ
位

（戸
根
木
、
山
下
）

少
年
女
子
１６
位

（田
中
、
山
本
）

◆

‐１
・
‐２
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

月  日 容内
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県民登山教室 (自滝谷道～広沢道 )

常任理事会 (OMCビル )
高体連 新人大会 (釈迦ヶ岳 )
指導部勉強会 (三河 )
″  (名 古屋 )

鈴北岳植生保護～自然観察会
「遭難を考えるJ講演会 (県スポーツ会館 )
常任理事会 (OMCビル )
冬山遭難対策会議 (県スポーツ会館 )

(株 )カ ジタックス
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